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かみさとかみさとかみさとかみさと

上里町マスコットキャラクター

９月定例会　
平成27年度決算を認定！ ❷

決算審査報告　主な課題と論点！ ❹

9月定例会一般質問に8人 ❺

議会閉会中の委員会活動報告 ⓭
記事の一部に読みやすい「ユニバーサルデザインフォント」を採用しています。

議会映像
配信中！

一人暮らし高齢者宅（希望者宅）へ作りたてのお弁当を
宅配するハッピーランチサービス
調理ボランティアの心のこもったお弁当！！



　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日
に
開
会
さ
れ
、
議
員
８
名
の
一
般
質
問
と

平
成
27
年
度
決
算
認
定
を
中
心
と
す
る
町
長
提
出
議
案
16
件
を
審
議
し
て

21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
◆ 

そ
の
他 

◆
◆

◆
◆ 

人
　
　
事 

◆
◆

◆
◆ 

条
　
　
例 

◆
◆

◆ 平成27年度
　　　　　決算を認定！
◆ 教育長に下山彰夫氏を任命

９月２日～ 21日

要
旨

要
旨

要
旨

要
旨

要
旨

原
案
可
決

原
案
可
決

要
旨

要
旨

同　
意

同　
意

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第４回
９月
定例会

議
案
第
31
号

　 

上
里
町
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続

及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
32
号

　 
上
里
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
手
続

き
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
33
号

　 

上
里
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
34
号

　 

上
里
町
道
路
線
の
廃
止
に

つ
い
て

議
案
第
40
号

　 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
41
号

　 

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

に
つ
い
て

議
案
第
35
号

　 

上
里
町
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て

　
　
　

終
点
が
延
長
さ
れ
る
新
規
道

路
認
定
に
伴
い
、
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　

委
員
で
あ
る
青
野
英
雄
氏

が
、
平
成
28
年
９
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
と
し

て
藤
嶋
市
雄
氏
を
選
任
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　

教
育
長
で
あ
る
下
山
彰
夫
氏

が
、
平
成
28
年
９
月
30
日
を
も
っ
て

辞
職
す
る
た
め
、
下
山
氏
を
教
育
長

に
任
命
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

県
道
児
玉
新
町
線
の
新
道
建

設
及
び
既
存
町
道
の
終
点
延
長
に
伴

い
、
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

職
員
の
失
職
に
関
す
る
特
例

を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　

建
築
基
準
法
施
行
令
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

　
　
　

学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
も
の
で

す
。
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平成27年度決算審査報告 ～すべて認定すべきものと決定～平成27年度決算審査報告 ～すべて認定すべきものと決定～

◆
◆ 
補
正
予
算 

◆
◆

概
要

原
案
可
決

議
案
第
36
号

　 

28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　平成27年度の決算額等については、『広報かみさと10月号』に詳しく紹介してありますので省略し、
『議会だより』では各常任委員会における決算審査についての委員長報告（抜粋）を紹介します。

　
　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億

３
６
２
８
万
５
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
２
億
４
７
５
７
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。
主
な
歳
出
の
補
正
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

 

・
い
き
い
き
福
祉
基
金
積
立
金　
　

 

２
億
円

 

・
道
路
新
設
改
良
事
業　
　
　
　
　

 

１
８
５
０
万
８
千
円

 

・
農
業
振
興
事
業　
　
　
　
　
　
　

 

４
４
１
５
万
４
千
円

 

・
公
民
館
管
理
事
業　
　
　
　
　
　

 

３
３
０
０
万
円

■
こ
の
他
に
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
水
道

事
業
会
計
の
補
正
予
算
が
提
出
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　コミュニテイバス「こむ
ぎっち号」について従来の

巡回バス３台から４台になってはいるものの、
利用者が増えていない。バスの停留所の位置
が集落から外れており使いづらく本庄市の病
院までバスルートを伸ばすことが出来ないの
かなど、今後も利用者の利便性向上に努力を
お願いしたい。
　各地域には自衛消防隊はあるものの自主防
災組織について活動しているところは皆無で
あり、早急な組織づくりが必要ではないかと
思われます。防災備蓄用品については、年々
数量が増えてはいるものの地域防災計画の数
量には届いておらず早急に見直しを検討して
いただきたい。
　平成 27 年 12 月には町民待望の上里スマー
トインターチェンジが開通。供用開始から数ヶ
月が経過をしておりますが月々の乗降車両台
数も増加をしているとのことであり、今後は
産業団地の造成など企業進出など見込まれ、
周辺整備が必要不可欠となってくることも予
想されますので早期の計画的な整備を要望し
ます。
　県道上里鬼石線の児玉工業団地に通じるア
クセス道路については、平成 27 年度に用地測
量を実施して一部用地買収を実施したところ
であるが、現在利用している工業団地に通じ
る道路は、幅員も狭く交通量も多く危険なた
め関係機関への要望活動など展開し早期の開
通を期待する。
　水道事業については、平成 27 年度より業務
委託により未収金対策を実施し、約 1210 万円
の納付がありました。今後も引き続き水道料
金の未納者解消について努力をお願いする。

　公立保育所の建設計画に
ついてはプロジェクトチー
ムの方向性が報告されたところですが、建設
に向けて始動して頂きたいと思います。
　放課後児童クラブの運営については待機児
童も発生しており、働きながら子育てできる
環境整備を更に進めて頂きたい。また官民に
おける保育料及び経営上の格差を解消するよ
うお願いします。
　保健センター事業では建物の経年劣化が進
んでおり、今後の整備については少子高齢化
が進む中、複合化など様々な角度から検討し
て行く必要がある。
　国民健康保険特別会計では保険給付費や後
期高齢者支援金などが年々増加し、一般会計
から補てん分が繰り出されてきたところです。
来年度以降、県から「国保運営方針」が策定
され納付金の配分額や保険料率が示される訳
ですが既存の保険料との兼ね合いなど、十分
検討し町の運営について慎重に検討を進めて
いくことをお願いします。
　当委員会では学校訪問による施設の現状に
ついて視察、上中を除く各小中学校で経年に
よる劣化が見られ、特に雨漏りは児童生徒の
授業への影響が大いに危惧されますので、一
刻も早い修繕を強く要望します。いじめ問題、
熱中症対策等早期発見、未然防止の観点から
重大事態が起こることのないよう強く要望す
るものです。
　地域包括支援センターの役割と組織、業務
内容、人員配置等十分な検討を行い、地域包
括ケアシステムの構築や多職種連携により、
情報提供や関係機関との連絡、調整など効率
性の高い地域包括支援センターの業務運営を
望むところです。

総務経済常任委員会
委員長　戸矢隆光

文教厚生常任委員会
委員長　齊藤　崇

かみさと議会だより
平成28年12月　No.733



総務経済常任委員会による現地視察

委員会室で行われた決算審査風景

答
答

答

答

答

答

答

答

問
問

問

問

問

問

問

問

災害時の備蓄は十分か？
　　 食料はどれくらいの人数分が備蓄されている

のか？賞味期限切れの備蓄品などはどうして
いるのか？

　　 クラッカー等が6,500食、1,100人分。賞味期限
間近の備蓄品は桜まつり等で配布しました。ま
た毛布752枚、防災アルミシート1,000枚、簡
易トイレ1,400回分、保存水1,200本です。

第３子への援助の効果は？
　　 町の出生率 1.05 に対する第３子への援助は効

果があるのか。第２子からの事業のほうが効果
があるのではないか？

　　 第３子以上の世帯の経済的負担が多いため、ま
ずはその壁を取り除く事業を行います。国の制
度では、同時入所の場合、２子目が半額となり
ますが、町では同時入所でなくても３人目を無
償としております。こむぎっち号の停留場等の見直しは？

　　 停留所の見直しは行うか？利用しやすい場所
に停留所を設けたほうが利用者は増えるので
は？

　　 警察協議が必要なため道路状況によっては設
置が難しい場所がある。ルート設定についても
同様のため調整が必要です。住民全員が納得の
いく箇所への設置は、なかなか難しいとは思う
がそれぞれの事情を考えながら総合的に検討
していきたい。

各事業の周知方法は？
　　 つどいの広場や、おむつ購入費補助事業などの

周知方法は？また児童館の周知についても努
力不足では？

　　 広報、ホームページで周知しています。おむつ
購入費補助事業については、保健センターの母
子手帳配布時、出生届時にチラシの配布を行っ
ております。また、ホームページはリニューア
ルを予定しており、子育てする若いお母さんが
見やすいものをつくります。

有収水量が減っているのはなぜか？
　　 給水人口が減っているのに給水戸数は増えて

いて、有収水量が減っているのはなぜか？
　　 核家族化が進んで単身者も増えている。アパー

ト等での使用者が多くなっていて、加入が増
えたから使用量が増えるという状況ではなく
なってきている。また、工場での使用が大きく
減少しピークの平成23年度は9,630万円から平
成27年度では5,370万円と、約4,300万円減少
しました。営業用の使用水量の伸びも停滞
しています。

学力調査が県平均よりも低いが？
　　 学力が県平均以下であることに対しての考え

と、その原因と今後の取組は？
　　 県の平均よりは下回るが、県との平均の差が縮

まっており、学力は確実に伸びている。統一し
た指導方法を研究し、教員の指導力が向上して
いる。

プレミアム付商品券について
　　 ３０％のプレミアムがついたメリットは大き

かったが、消費が上向いたことは、どこから推
し量られるのか。

　　 商工会のアンケート調査によると、商品券の
入手がきっかけとなった商品・サービスの購
入は、商品券での支払いで、5,109,000円、商
品券での支払いにあわせ追加支出した現金は
6,802,000円、普段の買い物を商品券で支払っ
た金額は、18,478,000円となります。商品券の
購入がきっかけとなって商品・サービスを購入
した商品券の割合は21.8％、また、この金額に
対して75.1％の現金による追加支出が行われた
という結果が出ています。

検診受診率向上のための工夫は？
　　 検診受診率向上のために何か工夫をしていま

すか？
　　 『いきいきスタンプラリー事業』を実施してい

ます。対象事業を受診したり健康教室に参加し
てスタンプを集めてもらい、賞品と交換してい
ます。協力課は高齢者いきいき課と生涯学習課
です

総務経済常任委員会 文教厚生常任委員会
主な課題と論点！

　決算審査を９月８日より９月14日までの５日間に渡り、担当する課長及び担当職員の出席を求めて、
歳入歳出決算書及び付属資料並びに決算説明書をもとに、各課の決算内容の説明を求めました。
　決算審査を９月８日より９月14日までの５日間に渡り、担当する課長及び担当職員の出席を求めて、

平成27年度決算に対する各常任委員会の意見と要望（抜粋）
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一 般 質 問

答答 問 問問

答 答

答

答答

問

問問

問

質 問 ２

質 問 １

仲井静子

答 男女共同参画社会の実現に向け、さまざまな
充実した事業を積極的に行っていきたい

問 推進センターが男女共同参画の拠点として真価を発
揮する為には、質の高い事業や活動を展開すべき！

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

循
環
型
社
会
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

　
　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

を
有
効
活
用
す
る
為
の
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

　
　

町
で
は
、
男
女
平
等
、
女
性
の

地
位
向
上
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在

に
至
る
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
町
全
体
で
こ
れ

か
ら
も
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
行

き
た
い
。

　
　
全
国
的
に
見
る
と
、
拠
点
施
設

と
し
て
の
活
動
が
活
発
な
推
進
セ
ン

タ
ー
は
、
機
能
を
発
揮
す
る
専
門
性

が
必
要
の
為
、
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
体

制
が
整
っ
て
い
る
。
町
は
専
門
性
を

ど
う
担
保
す
る
の
か
。

　
　

近
年
は
経
済
分
野
の
観
点
か

ら
、
女
性
の
活
躍
を
求
め
る
動
き
が

活
発
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

時
代
の
流
れ
に
対
応
す
る
必
要
も
あ

る
。
各
種
研
修
等
に
職
員
が
積
極
的

に
参
加
す
る
と
共
に
、
関
係
機
関
・

団
体
に
情
報
提
供
を
行
う
。

　
　
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
及
び

　
　
平
成
28
年
度
の
小
山
川
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
町
の
負
担
金
が
、

年
間
１
億
２
７
２
万
７
千
円
で
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
町

民
一
人
に
換
算
す
る
と
、
年
に
約

３
３
０
０
円
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い

る
。
今
後
老
朽
化
し
た
セ
ン
タ
ー
の

修
繕
費
に
財
政
投
入
が
見
込
ま
れ
る

事
を
考
え
る
と
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と

言
う
事
は
環
境
問
題
だ
け
で
な
く
、

財
政
面
か
ら
も
全
町
を
挙
げ
て
取
り

組
む
べ
き
。

　
　

町
民
や
事
業
者
に
対
し
、
ゴ
ミ

を
出
さ
な
い
リ
デ
ュ
ー
ス
、
使
え
る

も
の
は
再
利
用
す
る
リ
ユ
ー
ス
、缶
、

推
進
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
住
民
へ
の

周
知
に
つ
い
て
。

　
　

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ※
を
よ
り
積
極
的
に
活
用
し
、
広
い

世
代
に
積
極
的
に
働
き
か
け
た
い
。

※ 

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
支
援
す
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源
は
再
生

利
用
に
努
め
る
リ
サ
イ
ク
ル
、
こ
れ

ら
３
Ｒ
に
関
す
る
理
解
と
努
力
を
求

め
、
又
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
、
循

環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
回
収
さ
れ
た
資
源
物
は
有
価
物

と
し
て
売
却
さ
れ
、
つ
ま
り
ゴ
ミ
が

お
金
に
生
ま
れ
変
わ
る
わ
け
で
す

が
、
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
た
資

源
物
の
売
却
額
は
。

　
　

平
成
27
年
度
の
回
収
し
た
資
源

ゴ
ミ
の
売
却
額
は
、
児
玉
郡
市
全
体

で
７
０
１
万
７
千
円
、
上
里
分
の
売

却
額
は
１
６
４
万
３
千
円
で
児
玉
郡

市
全
体
の
23
％
を
占
め
て
る
。

　
　
生
ゴ
ミ
の
重
量
の
う
ち
80
％
が

水
分
、
そ
の
ま
ま
排
出
す
る
と
多
く

の
水
を
ゴ
ミ
と
し
て
処
理
す
る
事
と

な
る
。
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

ゴ
ミ
の
水
切
り
を
周
知
し
処
理
費
用

削
減
を
。

　
　

生
ゴ
ミ
の
水
切
り
や
乾
燥
の
有

効
性
は
、
生
ゴ
ミ
の
腐
敗
を
防
ぎ
、

悪
臭
の
軽
減
、
ゴ
ミ
が
軽
く
な
る
事

で
収
集
運
搬
や
ゴ
ミ
の
焼
却
効
果
が

向
上
し
、
経
費
削
減
が
期
待
で
き
る

と
共
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
気
量

を
抑
え
る
。
各
家
庭
で
の
ひ
と
手
間

が
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
。
町
と

し
て
も
よ
り
一
層
そ
の
広
報
に
努
め

る
。

　
　
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
。

　
　

消
費
者
庁
の
発
表
で
は
、
家
庭

に
お
け
る
一
人
当
た
り
の
食
品
ロ
ス

は
茶
碗
に
半
分
の
御
飯
を
毎
日
捨
て

て
い
る
と
換
算
さ
れ
、
日
本
国
内
に

於
い
て
多
く
の
食
品
が
廃
棄
さ
れ
て

い
る
状
況
に
驚
き
を
感
じ
て
る
。
食

品
ロ
ス
を
減
ら
す
に
は
、
各
家
庭
の

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
り
、
町
と
し

て
も
、
食
品
ロ
ス
の
さ
ら
な
る
削
減

に
つ
い
て
、
広
報
か
み
さ
と
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
、
町
民
に

広
く
啓
発
し
て
い
く
。

資源ゴミの分別収集にご協力を！

かみさと議会だより
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

答答 答

答答

問

問

問

問

答

答

答

問

問

問

答
質 問 １

質 問 ２

岩田智教

関係機関と連携し安否を確認し対応している

問 上里町の児童虐待への対応は？

児
童
虐
待
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ
い
て

　
　
上
里
町
の
児
童
相
談
所
へ
通
報

の
あ
っ
た
児
童
虐
待
の
件
数
と
児
童

の
年
齢
に
つ
い
て
、
ま
た
虐
待
が

あ
っ
た
場
合
の
学
校
の
対
応
に
つ
い

て
。

　
　

平
成
27
年
度
は
45
件
で
、
３
歳

未
満
児
が
16
件
、
３
歳
以
上
未
就
学

児
が
９
件
、
小
学
生
が
13
件
、
中
学

生
が
６
件
、
高
校
生
以
上
が
１
件
で

し
た
。

　
　

教
育
長　
虐
待
が
発
見
さ
れ
た

場
合
は
、
該
当
児
童
・
生
徒
か
ら
聞

き
取
り
を
行
い
、
上
里
町
に
通
告
を

し
、
通
告
後
は
、
該
当
児
童
の
出
欠

状
況
、登
校
時
の
学
校
生
活
の
様
子
、

不
自
然
な
外
傷
が
な
い
か
等
の
観
察

を
行
い
、
関
係
機
関
へ
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
児
童
虐
待
の
種
類
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
多
い
の
か
。

　
　

主
要
四
相
談
と
し
て
、
身
体
的

虐
待
が
28
件
、
ネ
グ
レ
ク
ト
虐
待
が

　
　
上
里
町
の
学
校
給
食
で
残
食

（
食
べ
残
し
）
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の

か
。

27
件
、
心
理
的
虐
待
が
25
件
、
性
的

虐
待
が
３
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
上
里
町
の
児
童
虐
待
の
対
応
策

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

虐
待
が
発
生
し
た
場
合
、
本
庄

警
察
署
と
確
認
を
し
、
子
育
て
共
生

課
が
対
応
す
る
。
ま
た
、
保
健
師
に

よ
る
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
、
各
種
健

診
時
の
観
察
と
状
況
報
告
。
保
育
所

の
保
育
士
に
よ
る
目
視
確
認
や
状
況

報
告
。
小
・
中
学
校
の
報
告
に
対
し

家
庭
訪
問
に
よ
る
対
応
を
行
っ
て
い

る
。
虐
待
と
思
わ
れ
る
通
報
に
は
、

48
時
間
以
内
の
子
ど
も
の
安
否
を
目

視
で
確
認
で
き
る
よ
う
、
訪
問
を
し

て
い
る
。

　
　

教
育
長　
本
庄
と
上
里
の
学
校

給
食
の
残
食
を
合
わ
せ
た
量
は
、
御

飯
の
残
食
量
は
一
日
平
均
約
141
㎏
、

残
食
率
は
16
・
5
％
。
パ
ン
の
残
食

量
は
一
日
平
均
約
5
・
6
㎏
、
残
食

率
は
約
5
・
8
％
。
食
缶※

で
提
供
し

た
給
食
の
残
食
量
は
、
一
日
平
均

167
・
9
㎏
。

※ 

調
理
済
み
の
料
理
を
保
温
し
な
が

ら
運
搬
す
る
た
め
の
容
器

　
　
残
食
を
減
ら
す
に
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
工
夫
し
て
い
る
の
か
。

　
　

教
育
長　

給
食
の
配
膳
量
を

個
々
に
応
じ
て
調
整
し
盛
り
つ
け
、

完
食
で
き
る
よ
う
に
配
慮
。
ま
た
、

栄
養
教
諭
が
、
小
学
校
一
年
生
、
三

年
生
、
中
学
生
を
対
象
に
、「
給
食

に
つ
い
て
知
ろ
う
」、「
食
べ
物
の
働

き
を
知
ろ
う
」
な
ど
、
食
に
関
す
る

指
導
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
に
よ
る
除

去
食
、
代
替
食
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

　
　

教
育
長　
平
成
28
年
度
は
、
６

人
の
児
童
・
生
徒
に
卵
、
乳
の
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
食
を
提
供
。
そ
れ
以
外

の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
児
童
に

は
、
加
工
食
品
の
原
料
配
合
表
、
明

細
献
立
表
を
、
二
週
間
前
に
給
食
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報

を
提
供
。
さ
ら
に
、
主
食
の
パ
ン
、

小
袋
チ
ー
ズ
、
飲
み
物
等
に
も
広
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

　
宗
教
上
食
べ
る
こ
と
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
牛
肉
、豚
肉
に
つ
い
て
は
、

上
里
町
の
小
・
中
学
校
で
は
ど
の
よ

う
に
考
え
、
対
応
し
て
い
る
か
。

　
　
教
育
長
　
現
在
取
り
組
み
が
さ

れ
て
い
な
い
。

給食の食べ残しを減らすには…
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

答答

答

答

答

答

答

問問

問

問

問

問

問 問

飯塚賢治

質 問 １

質 問 ２

質 問 ３

地域での側溝清掃がやりやすくなる方法につ
いて検討していきたい

問 側溝清掃を数人いれば実施できるよう研究を！

被
災
者
台
帳
「
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
・

運
用
に
つ
い
て

雨
水
対
策
に
つ
い
て

空
家
対
策
特
別
措
置
法
施
行
後

の
放
置
空
き
家
に
つ
い
て

　
　
大
規
模
災
害
に
つ
い
て
日
本
の

中
で
絶
対
に
安
心
と
い
う
と
こ
ろ
は

な
い
。
全
国
で
も
被
災
者
台
帳
へ
の

認
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
中
、
作
成

と
な
る
と
必
ず
し
も
進
ん
で
い
な

い
。
町
と
し
て
被
災
者
台
帳
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　
　

被
災
者
台
帳
に
つ
い
て
は
、
今

後
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
あ
わ

せ
て
検
討
を
行
い
、
被
災
者
の
援
護

を
総
合
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
災
害
に
よ
る
被
災
者
が
出
た
場

合
、
住
民
基
本
台
帳
を
ベ
ー
ス
に
被

災
者
台
帳
を
作
成
し
、
り
災
証
明
書

の
発
行
、支
援
金
、義
援
金
の
交
付
、

援
護
物
資
の
管
理
、
仮
設
住
宅
の
入

退
居
な
ど
被
災
者
支
援
に
必
要
な
情

報
を
一
元
的
に
管
理
す
る
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
導
入
す
べ
き

と
私
は
考
え
る
が
町
の
考
え
は
。

　
　

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
主
な

も
の
が
２
つ
あ
り
、
両
シ
ス
テ
ム
は

一
長
一
短
が
あ
る
。
導
入
に
つ
い
て

は
、
県
内
状
況
等
を
勘
案
し
、
調
査

研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
よ
う
な
集
中
的

に
降
る
雨
の
場
合
、
激
流
状
態
と
な

る
箇
所
、
特
に
通
学
路
に
な
っ
て
い

る
箇
所
は
優
先
的
に
改
善
が
望
ま
れ

る
が
。

　
　

先
日
の
台
風
後
、
町
道
の
路
面

が
水
た
ま
り
と
な
る
箇
所
が
見
受
け

ら
れ
た
。
小
さ
な
水
た
ま
り
で
あ
れ

ば
部
分
的
に
補
修
し
て
い
る
が
、
広

範
囲
と
な
る
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
打

ち
か
え
や
路
盤
部
分
の
改
良
が
必
要

と
な
る
。
全
て
の
箇
所
で
舗
装
を
打

ち
か
え
る
こ
と
は
予
算
上
の
制
約
も

あ
り
通
学
路
や
交
通
量
の
多
い
主
幹

道
路
を
中
心
に
、
計
画
的
に
舗
装
改

修
に
努
め
た
い
。

　
　
今
後
、
雨
水
対
策
と
し
て
、
住

宅
地
内
の
側
溝
清
掃
を
希
望
す
る
行

政
区
が
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

数
人
い
れ
ば
実
施
で
き
る
、
力
も
あ

ま
り
必
要
と
し
な
い
や
り
方
を
研
究

願
い
た
い
が
。

　
　

各
行
政
区
の
皆
さ
ん
が
清
掃
活

動
に
尽
力
い
た
だ
い
て
お
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
地
域
で
の
清
掃
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
町
と
し

　
　
私
の
目
か
ら
は
、
ど
う
し
て
こ

の
家
が
こ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
思
う
建
物
が
い
く
つ
か
存

在
す
る
。管
理
空
き
家
件
数
に
対
し
、

何
件
く
ら
い
行
政
指
導
及
び
勧
告
が

行
わ
れ
た
の
か
。

　
　

空
き
家
関
係
の
相
談
件
数
は
、

平
成
25
年
度
が
17
件
、
平
成
26
年
度

が
22
件
、
平
成
27
年
度
が
30
件
と
増

加
傾
向
に
あ
る
。
現
地
を
確
認
、
管

理
不
全
な
状
態
の
場
合
は
適
正
管
理

通
知
を
送
付
し
て
い
る
。
行
政
指
導

勧
告
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
空
き
家
だ
け
で
な
く
、
空
き
地

や
ご
み
屋
敷
な
ど
の
地
域
住
民
が
力

を
合
わ
せ
て
片
付
け
よ
う
と
し
て
正

式
に
町
へ
依
頼
し
た
場
合
、
立
ち
入

り
の
許
可
等
と
っ
て
も
ら
う
事
は
可

能
か
。

　
　

近
隣
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
片
付
け
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
と

す
れ
ば
、
所
有
者
に
対
し
地
域
住
民

の
意
向
を
伝
え
る
な
ど
の
努
力
を
、

町
と
し
て
当
然
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

答

て
側
溝
清
掃
が
や
り
や
す
く
な
る
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
側
溝
清
掃
は
側
溝
ぶ
た
を
上
げ

る
作
業
が
重
労
働
で
あ
り
、
一
人
で

も
上
げ
ら
れ
る
専
用
業
者
が
使
っ
て

い
る
機
材
を
購
入
し
て
貸
し
出
し
て

も
ら
う
こ
と
に
つ
い
て
。

　
　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
側
溝
ぶ
た

は
60
キ
ロ
程
度
の
重
さ
が
あ
り
、
ふ

た
開
け
に
多
大
な
労
力
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
よ
り
簡
単
に
開
け
ら

れ
る
二
輪
車
付
き
の
テ
コ
を
応
用
し

た
機
材
等
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

汚泥が溜まってしまった側溝
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

答

答

問問

答

答

問

問

新井　實

埼玉県北部地域地方創生推進協議会空家活
用部会で検討

問 空き家の活用方法について

答
質 問 １質 問 ２

質 問 ３

質 問 ４

朝
型
勤
務
で
定
時
退
庁
促
進

に
つ
い
て

空
き
家
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

地
方
都
市
の
水
道
料
金
の
見

直
し
に
つ
い
て

大
地
震
に
お
け
る
避
難
所
外

支
援
に
つ
い
て

　
　
埼
玉
県
内
の
自
治
体
で
時
間
外

労
働
を
削
減
し
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
朝
型

勤
務
を
拡
大
す
る
自
治
体
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。

　
　

上
里
町
の
時
間
外
勤
務
は
、
突

発
的
な
業
務
も
あ
り
ま
す
が
、
年
々

職
員
の
時
間
外
勤
務
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
平
成
27
年
度
の
役
場
全
体
の

総
時
間
外
勤
務
は
1
万
４
６
７
９
時

間
で
あ
り
、
管
理
職
を
除
く
職
員

1
ヶ
月
当
た
り
の
時
間
外
勤
務
時
間

は
8.6
時
間
で
し
た
。
議
員
の
質
問
に

あ
っ
た
夏
場
の
試
行
実
施
に
お
け
る

朝
型
勤
務
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
勤

務
実
態
や
個
々
の
家
庭
活
動
を
十
分

把
握
し
な
が
ら
、
町
の
課
長
会
、
職

員
組
合
と
の
話
し
合
い
を
行
う
こ
と

で
意
見
を
聴
取
し
て
、
さ
ら
に
関
連

自
治
体
の
事
例
等
を
踏
ま
え
、
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
少
子
高
齢
化
で
空
き
家
の
増
加

が
全
国
的
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

　
　
人
口
減
で
負
担
者
が
減
る
一

方
、
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
取
り
換

え
費
用
が
か
か
る
た
め
、
地
方
都
市

で
水
道
料
金
の
見
直
し
が
相
次
い
で

い
る
こ
と
に
つ
い
て
。

　
　

上
里
町
も
昭
和
40
年
代
に
布
設

　
　
大
地
震
で
、
車
中
泊
や
テ
ン
ト

暮
ら
し
の
避
難
者
が
多
数
出
た
時
、

避
難
所
以
外
の
場
所
に
避
難
す
る
人

へ
の
支
援
を
地
域
防
災
計
画
に
明
記

す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

　
　

議
員
質
問
の
長
岡
市
の
地
域
防

災
計
画
で
は
、
避
難
所
外
避
難
者
を

町
内
会
や
自
主
防
災
組
織
の
協
力
を

得
て
把
握
す
る
に
努
め
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク

ラ
ス
症
候
群
の
予
防
に
つ
い
て
は
車

中
泊
避
難
者
に
呼
び
か
け
る
計
画
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
車
中
泊
な

ど
避
難
所
外
避
難
者
へ
の
支
援
を
地

方
防
災
計
画
へ
の
明
記
す
る
こ
と

は
、
県
内
自
治
体
の
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

さ
れ
た
水
道
管
が
大
半
と
な
り
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
統
合
以
降

の
料
金
改
定
に
関
し
て
は
、
平
成
11

年
度
に
約
31.8
％
の
改
定
を
し
、
平
成

16
年
度
に
は
、
約
11.7
％
、
そ
し
て
平

成
22
年
度
に
は
約
14.8
％
の
改
定
を
実

施
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

町
の
基
幹
水
道
管
の
延
長
は
約
30
㎞

あ
り
、
耐
震
適
合
性
の
あ
る
管
路
は

7
㎞
と
な
っ
て
い
ま
す
。
残
り
23
㎞

の
耐
震
適
合
し
た
場
合
は
、
約
20
億

円
の
費
用
が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
し
た
水
道
管
の
更
新
や
耐
震

化
を
進
め
る
上
で
重
要
な
課
題
で
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
経
営
戦
略
を
検
討
し
て
い
く
中

で
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て
調
整
し

そ
の
活
用
方
法
及
び
有
効
活
用
に
つ

い
て
。

　
　

上
里
町
で
は
、平
成
28
年
3
月
、

全
空
き
家
の
現
地
確
認
を
行
い
、
空

き
家
の
件
数
は
159
件
で
総
住
宅
件
数

の
約
1.3
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。
上
里

町
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
て
は

ど
う
か
と
い
う
質
問
で
す
が
、
現

在
、
北
部
地
域
の
7
市
町
と
県
を
交

え
て
、
埼
玉
県
北
部
地
域
地
方
創
生

推
進
協
議
会
空
家
活
用
事
業
部
会
が

設
置
さ
れ
、
空
き
家
バ
ン
ク
と
空
き

家
有
効
利
用
に
つ
い
て
各
種
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
と

空
き
家
バ
ン
ク
サ
イ
ト
の
開
設
準
備

を
行
っ
て
お
り
、
埼
玉
県
宅
地
建
物

取
引
行
業
協
会
や
全
日
本
不
動
産
協

会
埼
玉
県
本
部
と
協
定
を
締
結
し
、

今
年
度
中
の
運
用
開
始
に
向
け
て
準

備
を
し
て
い
ま
す
。

て
い
く
と
共
に
、
水
道
事
業
の
財
務

情
報
や
旧
配
水
管
の
更
新
の
重
要
性

な
ど
に
関
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
等
で
町
民
に
知
ら
せ
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
水
道
事
業
の
お
か
れ
て

い
る
現
状
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
勤
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

老朽化が進む水道管
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一 般 質 問

答

答

答

答 答

答

答

問問

問

問

問

問

問

　
　
上
里
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
と
国
道
17
号
線
ま
で
の
接
続
道

路
の
県
道
「
児
玉
新
町
線
」
勅
使
河

原
地
内
の
拡
幅
等
工
事
の
進
捗
状
況

並
び
に
国
道
254
号
線
に
通
じ
る
接
続

道
路
「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ロ
ー
ド
」
の

今
後
の
整
備
予
定
に
つ
い
て
。

　
　

県
道
児
玉
新
町
線
は
上
里
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
国

道
17
号
線
へ
の
接
続
道
路
と
し
て
重

要
な
路
線
で
あ
り
、
県
に
し
っ
か
り

と
要
望
す
る
と
と
も
に
町
も
全
力
で

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ロ
ー
ド
」
の
用

地
は
上
里
西
部
土
地
改
良
事
業
に
よ

り
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
砕
石

工
場
の
用
地
買
収
が
必
要
な
区
間
が

残
っ
て
い
ま
す
。
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ロ
ー
ド
と
並
行
す
る
町
道
勝
場
藤
木

戸
線
は
長
幡
小
学
校
の
通
学
路
で
あ

り
、
こ
ち
ら
の
歩
道
整
備
等
を
先
に

進
め
た
い
。

　
　
町
の
職
員
、
郵
便
局
の
職
員
や

毎
日
町
内
を
宅
配
等
を
業
務
と
し
て

植原育雄

質 問 １

質 問 ２

質 問 ３

改善すべきところは予算の関係もありますが、
できるだけ早く実施していきたいと考えています。

問 道路側溝のレベル（高低差）を測り、機能の改善を！

上
里
町
の
交
通
安
全
対
策
に

つ
い
て

上
里
町
内
中
学
校
の
部
活
動

に
つ
い
て

上
里
町
の
排
水
等
の
対
策
に
つ

い
て

　
　
道
路
側
溝
の
レ
ベ
ル（
高
低
差
）

を
測
り
、改
善
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

　
　

古
新
田
地
内
の
道
路
側
溝
に
つ

い
て
、
レ
ベ
ル
を
測
り
、
改
善
す
べ

き
と
こ
ろ
は
予
算
の
関
係
も
あ
り
ま

す
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
道
路
側
溝
清
掃
等
に
関
し
て
、

地
元
地
区
住
民
に
対
し
て
の
助
成
金

に
つ
い
て
。

　
　

隣
の
美
里
町
で
は
「
町
づ
く
り

助
成
金
」
と
い
う
形
の
中
で
、
い
ろ

い
ろ
な
部
分
で
助
成
金
を
出
し
て
お

る
よ
う
で
す
。

　
「
町
づ
く
り
助
成
金
」
が
、
ど
う

い
う
形
の
中
で
だ
せ
る
か
検
討
し
た

い
。

　
　

上
里
町
内
の
「
内
水
の
現
状
と

対
策
」
に
つ
い
て
。

　
　

近
年
で
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ

り
地
形
的
に
低
い
と
こ
ろ
や
排
水
機

能
が
弱
い
箇
所
で
道
路
冠
水
が
お

こ
っ
て
い
る
。
平
成
26
年
度
上
里
町

市
街
地
雨
水
排
水
対
策
検
討
業
務
で

は
、
地
下
浸
透
等
が
可
能
な
貯
留
施

設
等
に
よ
り
下
流
側
へ
の
雨
水
の
負

担
を
生
じ
さ
せ
な
い
手
法
が
望
ま
し

い
と
の
結
果
に
な
り
、
対
応
し
て
参

り
た
い
。

答

い
る
方
に
お
願
い
し
て
、
道
路
の
破

損
個
所
や
危
険
箇
所
を
報
告
し
て
頂

く
交
通
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
　

町
で
は
郵
便
局
職
員
や
町
の
職

員
等
か
ら
の
報
告
に
よ
り
道
路
補
修

を
し
て
い
ま
す
が
、
宅
配
業
者
等
か

ら
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
い
。

　
　
町
内
中
学
校
の
部
活
動
の
現
状

に
つ
い
て
。

　
　
教
育
長
　
生
徒
達
は
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
る
。
保
護
者
は
も
っ
と

活
動
し
て
欲
し
い
、
休
み
を
増
や
し

て
欲
し
い
等
が
あ
る
。
教
員
は
部
活

動
に
つ
き
負
担
感
を
感
じ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
生
徒
の
成
長
に
不
可
欠
で

あ
り
、前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
地
域
か
ら
専
門
的
に
指
導
が
で

き
る
「
外
部
指
導
者
」
に
つ
い
て
。

　
　
教
育
長
　
部
活
動
の
指
導
経
験

が
な
い
教
員
、
又
、
経
験
年
数
が
少

な
い
若
手
教
員
に
外
部
指
導
者
の
活

用
、
指
導
者
講
習
会
を
通
し
て
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
国
で
は
部
活

動
の
指
導
、
助
言
、
単
独
で
の
引
率

を
行
う
「
部
活
動
指
導
員
」
の
法
令

化
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

整備が進む上里ＳＩ西側の「リバーサイドロード」
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一 般 質 問

答

答

答 問

問

問

問

答 答

答答

問

問問

沓澤幸子

質 問 １

用水路のカバープランツは、やる方向で速や
かに検討したい

問 カバープランツ※1を活用した雑草対策を！

町
の
景
観
と
環
境
改
善
に
つ

い
て

質 問 ２

貧
困
対
策
と
子
育
て
支
援
策

に
つ
い
て

　
　
カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
を
活
用
し
た

農
業
用
排
水
路
の
雑
草
対
策
と
法の
り
面

の
浸
食
防
止
で
の
検
討
状
況
と
、
通

学
路
の
雑
草
も
景
観
の
悪
化
に
加
え

通
行
の
障
害
に
な
り
危
険
な
の
で
、

ヒ
メ
イ
ワ
ダ
レ
草
や
芝
桜
な
ど
を
植

栽
し
安
全
で
美
し
い
通
学
路
に
す
る

こ
と
。

　
　

カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
は
、
や
る
方

向
で
速
や
か
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。通
学
路
の
カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
も
、

将
来
的
に
は
経
費
の
削
減
に
つ
な
が

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
総
合
し

て
検
討
し
て
み
た
い
。

※ 1
低
草
丈
の
植
物
で
地
面
を
覆
い
雑

草
を
抑
制
す
る
。

　
　
地
球
温
暖
化
が
進
む
中
、
歩
い

て
生
活
す
る
子
ど
も
達
の
健
康
を
考

え
、
通
学
路
に
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク※2
設

置
し
木
陰
づ
く
り
を
。

　
賀
美
小
学
校
へ
続
く
県
道
の
歩
道

整
備
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
早
期
完

成
に
向
け
県
と
協
力
を
。

　
　

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
が
出
来
る
場

所
は
あ
る
が
管
理
の
難
し
さ
が
あ

る
。
県
道
勅
使
河
原
本
庄
線
は
地
権

　
　
子
ど
も
の
貧
困
問
題
が
深
刻
で

す
。
保
育
料
に
寡
婦
控
除
の
み
な
し

適
用
を
行
い
、
婚
姻
歴
の
有
無
で
差

別
し
な
い
よ
う
に
。

　
　

保
育
料
は
本
年
度
か
ら
国
の
制

度
に
よ
り
負
担
軽
減
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
婚
姻
歴
で
差
が
つ
く
の
は
解

決
し
な
く
て
は
と
思
う
。

　
　
就
学
援
助
制
度
の
説
明
資
料
は

準
要
保
護
の
基
準
が
解
り
易
い
も
の

に
改
善
し
ま
し
た
か
。
ク
ラ
ブ
活
動

費
、
生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
を
給

付
対
象
に
出
来
な
い
か
。
制
度
に
つ

い
て
は
、
年
度
途
中
で
も
「
学
校
だ

よ
り
」
等
を
通
し
繰
り
返
し
周
知
す

る
こ
と
。

　
新
入
学
用
品
等
の
支
給
は
準
備
す

る
３
月
に
出
来
な
い
か
。

　
　

教
育
長　
校
長
会
を
通
じ
て
こ

ま
め
に
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

所
得
等
の
記
載
も
早
急
に
検
討
し
改

善
し
た
い
。
ク
ラ
ブ
活
動
費
等
の
給

付
は
難
し
い
。
新
入
学
用
品
は
現
在

6
月
支
給
だ
が
、
支
給
要
件
で
あ
る

入
学
の
事
実
を
確
認
し
最
短
で
支
給

可
能
な
時
期
を
検
討
し
た
い
。

答

カバープランツの成功例

者
の
土
地
境
界
が
決
ま
ら
ず
用
地
買

収
に
至
っ
て
い
な
い
。
境
界
が
確
定

し
た
場
合
は
協
力
し
て
い
き
た
い
。

※ 2  
道
路
整
備
や
交
差
点
改
良
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
ベ
ン
チ

を
置
く
な
ど
し
て
作
っ
た
小
さ
な

公
園
。

　
　
農
地
へ
の
不
法
投
棄
や
個
人
の

敷
地
内
に
山
積
す
る
ご
み
問
題
が
何

年
も
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。「
空
き
家

条
例
」
の
様
に
効
力
の
あ
る
条
例
を

作
る
こ
と
。

　
　

農
地
に
残
土
や
建
設
廃
材
等
の

堆
積
は
２
件
、
個
人
の
敷
地
内
に
山

積
す
る
ご
み
問
題
は
４
件
把
握
し
、

文
書
や
対
面
で
指
導
を
し
て
き
ま
し

た
。
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
先
進

事
例
を
参
考
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
の
全
日

本
教
員
組
合
調
査
で
は
１
０
３
２
自

治
体
中
、
全
額
補
助
45
、
半
額
以
上

の
補
助
64
、
一
部
補
助
199
の
自
治
体

が
実
施
。
町
長
も
昨
年
3
月
「
た
と

え
半
額
で
も
何
と
か
で
き
な
い
か
検

討
し
て
み
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
ま

す
。
そ
の
考
え
は
。

　
　

学
校
給
食
法
に
規
定
さ
れ
て
い

る
、
食
材
費
は
保
護
者
負
担
の
考

え
に
変
更
は
な
い
。
提
案
の
１
人

２
０
０
０
円
を
補
助
す
る
と
、
年

５
５
３
０
万
が
必
要
で
あ
り
、
本
庄

市
と
の
広
域
連
携
か
ら
も
難
し
い
。

　
　
児
童
館
利
用
が
ク
ラ
ブ
生
中
心

の
た
め
、
町
長
は
「
今
後
の
児
童
館

の
あ
り
方
も
検
討
し
た
い
」
と
答
弁

し
て
い
ま
し
た
。
検
討
内
容
は
。

　
　

児
童
館
の
年
間
利
用
者
数
は
約

6
万
人
で
推
移
し
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
生
の
利
用
が
7
割
で
す
。
皆
さ

ん
が
興
味
を
頂
け
る
事
業
を
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
。

　
他
に
、
保
育
所
建
設
と
民
間
学
童

に
対
し
、
施
設
運
営
費
の
負
担
が
保

護
者
に
及
ば
な
い
補
助
を
求
め
る
質

問
を
し
ま
し
た
。
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一 般 質 問

答

答

答

答

答 問

問

問 問

問

戸矢隆光

質 問 １

質 問 ２

各施設の現状や課題を整理して修繕・改修、施設
の長寿命化や統配合など個別な建物を今後検討

問 公共施設の適正な配置と効果的・効率的な管理運
営など今後の町の方向性について

公
共
施
設
に
つ
い
て

図
書
館
に
つ
い
て

質 問 ３

農
業
施
設
に
つ
い
て

　
　
今
後
の
人
口
予
想
を
見
る
と
減

少
し
集
会
施
設
を
利
用
す
る
人
も
少

な
く
な
り
、
古
く
な
っ
た
施
設
の
修

繕
費
は
改
善
要
望
や
耐
震
工
事
を
含

め
て
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

隣
接
す
る
公
共
施
設
を
開
放
し
た
り

２
つ
の
施
設
を
統
合
し
魅
力
あ
る
施

設
を
建
設
す
る
方
法
な
ど
考
え
ら

れ
、
公
共
施
設
の
適
正
な
配
置
と
効

果
的
・
効
率
的
な
管
理
運
営
な
ど
今

後
の
町
の
方
向
性
に
つ
い
て
。

　
　

今
後
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
る

と
改
修
・
修
繕
だ
け
で
は
な
く
施
設

の
統
廃
合
や
複
合
化
、
再
配
置
の
検

討
も
必
要
と
考
え
て
お
り
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
を
進
め
て

い
く
中
で
各
施
設
の
現
状
や
課
題
を

整
理
し
て
効
率
的
で
効
果
的
な
管
理

運
営
方
法
な
ど
町
の
将
来
あ
る
べ
き

姿
の
実
現
に
向
け
て
検
討
を
進
め
た

い
。

　
　
施
設
の
個
別
計
画
を
早
急
に
明

確
に
し
て
お
く
必
要
は
。

　
　

耐
震
状
況
や
利
用
状
況
、
緊
急

　
　
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
効
果
的
な
運
営

に
よ
る
運
営
経
費
の
削
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
町
で
は
初
と
な

る
民
間
企
業
に
よ
る
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
、
本
来
の
目
的
で
あ
る

民
間
の
能
力
や
活
力
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を

ど
の
様
に
運
営
に
生
か
し
て
い
る
の

か
。
利
用
者
の
反
応
は
以
前
と
比
べ

て
ど
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
導
入
成
果

と
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
。

　
　
教
育
長
　
１
年
間
の
開
館
日
は

1.16
倍
に
増
え
開
館
時
間
も
以
前
と
比

べ
て
30
分
早
く
開
館
し
30
分
遅
く
閉

館
し
て
い
る
。
各
種
教
室
を
充
実
し

27
年
度
の
登
録
数
も
約
9.2
パ
ー
セ
ン

ト
増
加
を
し
て
い
る
。
人
件
費
も
25

年
に
比
べ
て
27
年
は
３
９
０
万
安
く

な
っ
て
い
る
。
職
員
の
数
に
つ
い
て

　
　
農
業
用
水
は
年
間
通
水
さ
れ
て

お
り
、
十
年
位
前
よ
り
給
水
栓
の
蛇

口
よ
り
漏
水
し
水
路
が
水
浸
し
や
土

側
溝
の
土
砂
が
溜
ま
り
排
水
の
役
目

を
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
住
民
が
困
惑

し
何
ら
か
の
早
急
な
改
善
も
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　

修
理
費
を
補
助
す
る
こ
と
や
土

側
溝
の
管
理
方
法
な
ど
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
土
地
改
良
区
、
活
動
組

織
及
び
本
庄
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
と

協
議
の
上
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
き
た
い
。

答

性
な
ど
、
施
設
ご
と
の
状
況
把
握
を

し
な
が
ら
修
繕
・
改
修
、
施
設
の
長

寿
化
や
統
配
合
な
ど
個
別
な
建
物
を

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

も
指
定
管
理
者
制
度
導
入
以
前
に
比

べ
て
２
名
増
員
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
町
で
も
出
来
る
も
の
は
委
託
を

す
る
の
も
い
い
の
で
は
。

　
　

公
民
館
な
ど
こ
の
よ
う
な
制
度

は
な
じ
ま
な
い
。
体
育
館
や
児
童
館

な
ど
は
管
理
運
営
面
な
ど
他
課
を
ま

た
い
で
い
る
の
で
難
し
い
面
が
あ
る

の
で
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

新規イベントの図書館キッズデイ 解体が決まった中央公民館
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一 般 質 問

答答

答

答

問問

問

問 答

答

問

問

齊藤　崇

老朽化している物は補修及び新しいものに交換、繁茂
している枝等は所有者に協力してもらい伐採していく

問 老朽化したり木の枝等で見にくい防火水槽の標識は？

答

枝木にかくれてしまった防火水槽の標識

質 問 １

町
の
農
業
施
策
に
つ
い
て

質 問 ２

防
火
水
槽
の
維
持
管
理
に
つ

い
て

　
　
高
齢
化
す
る
就
農
者
に
対
す
る

町
の
対
策
は
。

　
　

高
齢
就
農
者
は
町
の
就
農
者
が

減
少
し
て
い
る
中
、
農
業
生
産
活
動

の
維
持
、
継
続
と
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
今
後
の
町
の
農
業
の

発
展
を
考
え
る
上
で
、
次
世
代
の
担

い
手
育
成
が
不
可
欠
だ
。
町
と
し
て

は
農
業
経
営
の
効
率
化
、
農
業
所
得

の
安
定
化
等
に
つ
い
て
推
進
す
る
と

と
も
に
、
高
齢
就
農
者
が
こ
れ
ま
で

に
培
っ
て
き
た
技
術
や
知
識
を
次
世

代
に
継
承
し
、
魅
力
的
な
農
業
の
推

進
に
努
め
、
次
世
代
の
担
い
手
育
成

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
推
進
し
て
い

き
た
い
。

　
　
若
者
の
担
い
手
、
新
規
就
農
者

の
育
成
は
。

　
　

本
庄
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
、
埼

玉
ひ
び
き
の
農
協
、農
業
共
済
組
合
、

　
　
道
路
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
防

火
水
槽
は
。

児
玉
郡
内
の
市
町
と
連
携
し
、
担
い

手
及
び
新
規
就
農
者
の
育
成
、
確
保

を
目
的
と
し
た
平
成
22
年
度
よ
り

『
児
玉
地
域
明
日
の
農
業
担
い
手
塾
』

を
設
置
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
３

名
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
後

農
業
生
産
法
人
の
果
た
す
役
割
は
さ

ら
に
重
要
に
な
る
と
考
え
、
町
と
し

て
も
積
極
的
に
育
成
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。
一
方
、
認
定
農
業
者
組
織

の
強
化
促
進
に
つ
い
て
、
現
在
123
の

経
営
体
が
認
定
農
業
者
と
な
り
、
農

業
経
営
の
改
善
を
目
的
と
し
て
い
る

就
農
者
が
情
報
を
共
有
し
、
連
携
を

深
め
る
こ
と
で
経
営
を
合
理
化
さ
せ

経
営
所
得
の
安
定
を
も
た
ら
す
こ
と

が
担
い
手
育
成
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
る
。

　
　
経
営
の
安
定
化
、
第
６
次
産
業

も
視
野
に
入
れ
た
対
策
は
。

　
　

本
町
で
は
ト
マ
ト
、彩
さ
い
牛
、

武
州
和
牛
、
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
が
指
定

さ
れ
て
い
る
。
本
町
の
農
産
物
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
推
進
し
、
高
品
質
で
あ
る

上
里
農
産
物
を
圏
域
内
外
に
周
知

し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
高
収
益
に

つ
な
が
る
よ
う
推
進
し
て
い
く
。
第

６
次
産
業
に
つ
い
て
は
自
然
や
市
場

価
格
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
安
定

的
な
収
入
が
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
現
在
策
定
中
の
『
上
里
農

業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
中
で
調

査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
農
地
中
間
管
理
事
業
推
進
の
今

後
に
つ
い
て
。

　
　

町
だ
け
で
な
く
農
協
や
公
社
、

県
と
連
携
し
て
中
間
管
理
事
業
を
Ｐ

Ｒ
し
、
推
進
員
の
増
員
を
検
討
し
て

意
欲
あ
る
農
家
へ
中
間
管
理
事
業
を

通
じ
て
農
地
を
転
貸
し
て
い
き
た

い
。

　
　

経
年
で
ど
う
し
て
も
陥
没
等
が

起
こ
る
が
、
町
職
員
の
通
勤
時
等
や

パ
ト
ロ
ー
ル
で
発
見
し
た
箇
所
に
つ

い
て
は
タ
イ
ム
リ
ー
に
補
修
し
て
い

る
。
水
槽
の
水
位
等
は
広
域
消
防
で

点
検
し
て
い
る
。

　
　
半
世
紀
以
上
前
に
民
地
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
防
火
水
槽
は
。

　
　

地
権
者
か
ら
土
地
の
返
還
や
撤

去
の
要
望
等
あ
れ
ば
撤
去
し
て
行

く
。
撤
去
費
用
の
３
分
の
１
を
補
助

金
と
し
て
交
付
す
る
。
ま
た
、
消
防

水
利
が
必
要
な
箇
所
に
は
地
下
式
消

火
栓
の
設
置
を
し
て
い
く
。
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総 常 会 研経 委 視務 任 修済 員 察

文 常 会 研厚 委 視教 任 修生 員 察

10月27･28日
視察先：新潟県十日町市・見附市・長岡市

11月7･8日
視察先：福井県あわら市

〇十日町市　『エコポイント事業』
　環境対策の一環として様 な々エコ対策の活動に対し
ポイントを集め、指定された台紙に協力した際に押印
してもらい集まった台紙の枚数によって暮らしに役立
つゴミ袋などの商品と交換できる事業。

〇福井県あわら市［ＨＥＥＣＥ構想］事業
『あわら市』の概要
　福井県の最北端の地あわら市は、平成 16 年に
芦原町・金津町が合併し誕生、人口 28,840 人、
世帯数 10,038 世帯と比較的上里町と同じ人口、
農業と工業そしてあわら温泉を中心とする観光が
基幹産業なっています。

〇見附市　『災害対策とその効果』
　上流部で 24 時間雨量
423 ミリが降った平成 16
年 7月16 日の豪雨。床上
床下浸水被害約 2000 棟
以上。災害対策本部の設
置経験がなかった行政。これらの復旧に追われて
いる中で追い討ちをかける様に襲った 10 月の中越

ＨＥＥＣＥ構想とは・・・
　町の活力は、そこに集い、暮らす人々の活力に
比例するとの市長の思いから “ まち・ひと・しご
と創生総合戦略 ” として［ＨＥＥＣＥ構想］事業
を策定し、人口減少に歯止めをかけようと、あわ
ら市の目指す将来像は、“ 若い世代が住み、生み、
育てたくなるまち ” の実現に向け、

　これらの取り組みにより新潟県内マイバッグ持参
率第一位になり、これらの取り組みには大型店から
個人商店まで市内の約 200 店が参加。

　減災対策を施した後の 23
年 7月の災害では、このとき
の経験を踏まえ大きく食い止
めることが出来き、床上床下
浸水被害約 500 棟・被害総
額は 184 億円から14 億円に。
また視察の受け入れは積極的に受け入れ、ブラジル
の姉妹都市に防災技術協力を行っている。
　今回の視察研修に参加をさせていただき、環境
対策や防災・減災の必要性を感じた視察研修でし
た。

　北陸地方と言え
ば、雪の積雪量が多
く、不便な日常生活
を送っているものと
想像していました
が、北陸地方の中で
も比較的温暖で、積
雪量は少なく、過ごしやすい環境ということです。
　太陽をいっぱい浴びた農作物と海の幸、良質の
温泉に恵まれた自然豊かなあわら市は、３世帯・
２世帯家族が徐々に減り核家族が増加傾向にあ
り、健康に関しては特に食育に力を入れ、教育の
原点は家庭にあると言う考えのもと５歳児の子ど
も園無料化・第３子以降の子ども園無料化・待機
児童ゼロの状況となっています。

とそれぞれの英単語の頭文字を並べてＨＥＥＣＥ
構想と名付け取り組んでいます。

〇スーパーでレジ袋を断る：1ポイント
〇�使用済天ぷら油を指定回収場所に出す
　：2～ 3ポイント
〇�行政主催のクリーン作戦や講演会への行事
参加：5ポイント
〇環境家計簿の作成：20ポイント　等

〇�災害業務の担当は、市職員全体で輪番体制
によって行う。
〇�田んぼダム・道路の排水・防災無線のサイ
レンの音色の工夫。
〇�大学の研究機関と構築したシステムの活用・
気象情報会社との連携。
〇自主防災組織の整備など。

〇�健康（Ｈｅａｌｔｈ）
〇�教育（Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ）
〇�環境（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ）
〇�コミュニティ（Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ）
〇�経済産業（Ｅｃｏｎｏｍｙ）

委員長　戸 矢 　隆 光

副委員長　仲 井 　 静 子

市役所ロビーのモニター。定点観測カメラ
からの画像で大雨などの際に各地の状況を
確認することができる。

その他にも平成 16 年 10 月に発生
した中越地震のメモリアル拠点『長
岡アーカイブセンターきおくみらい
館』、『山古志村復興交流館おらた
る』において現地の説明員の方より
丁寧な話を聞きました。

地震。このときの様々な被害から市独自の各種の減
災対策。
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議会
トピックス
議会

トピックス

　有事のときに備えた日ごろの訓練の成果を披露しまし

た。議員も点検に参加しています。

消防団（署）特別点検
上里中学校校庭

これから火災発生が特に多い時期です。火の元には十分注意しましょう！

上里町議会としてプラカードを持って開会式に臨みました！

10／
９

町民体育祭
堤調節地運動公園グラウンド

9／
 17・25・26

11／
13

10／
 2･16

小中学校運動会
町内各小中学校

11／
 14・15

児玉郡議会議長会視察研修会
石川県内灘町・金沢市

　変わりやすい天候の中、生徒達は力いっぱいがんばり

ました。各地区の議員も応援に駆けつけました。

玉入れに議員も参加しました！

　当日は、各種目に熱の入った応援が繰り広げられ会場

を盛り上げていました。

金沢市大桑防災拠点広場整備事業の概要について金沢市
危機管理課の皆さんにご説明頂きました。

　賀美・長幡・七本木（2日）、東・神保原（16日）に

おいて各地区の議員も参加させていただきました。

公民館・児童館まつり
各公民館・児童館

楽しい催し・イベントが盛りだくさんでした！

　『新形式墓地他』『防災対策の取組み』として石川県内

灘町と金沢市の行政視察を行いました。
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答問問 答

平成28年度町村議会研修会

これからの防災・危機管理これからの防災・危機管理
 講師：防災システム研究所所長　山村武彦氏

　講師に防災
システム研究
所長の山村武
彦先生をお迎
えし、近くは
岩手県岩泉町
水害、熊本地
震、軽井沢ス
キーバス転落
事故を始めと
する国内外の事故や震災を実地調査し、その起
こった事実から、自分達がどのように考え、行
動することが生き残るすべなのかを解説し、考
えさせていただきました。
　震災には自助、共助、公助が大切な要素とい
ろいろな場所で言われています。それに加えて
近助（震災に会ったときは、遠くにいる親戚の

平成28年10月20日　吉見町「フレサよしみ」

アプリ内の広告について
「マチイロ」は、無料で利用できるアプリですが、アプリ内に
広告が表示されます、この広告はアプリ運営のためのもので、
上里町との関係はありませんのでご了承ください。

議員の質問・提言に答える町執行部、
その答弁がその後どうなったのか・・・
どう町政に反映させているのか・・・
 対応を追跡します！

　　�広報誌をスマートフォン等に
無料で配信するサービスを！

広報紙をスマートフォンなどに無料配信
するサービスが全国に広がっています。
町民以外でも広報かみさとを閲覧するこ
とが期待できるためぜひ導入を。
平成 27年 3月定例会（平成 27年 6月号掲載）

　　�情報発信の１つのツールとし
て導入していきたい

町ではフェイスブックも使い、情報を広
く発信していますが、情報発信の１つと
して効果的と考え導入を検討したい。

スマホ用アプリ『マチイロ』で「広
報かみさと」が配信・閲覧するこ
とができます！
平成 27 年 4 月より導入。この無料アプリ
をダウンロードし登録すると、広報の発効
日にお知らせが届き、いつでもどこでもス
マホやタブレットで広報を読むことができま
す。
※平成28年11月現在の登録者数は131人となっています。 

どうなった？

追跡！

一般質問

ダウンロード方法
「マチイロ」のホームページもしくは、「広
報かみさと」の表紙に掲載している、下記
ＱＲコードよりアクセスしてください。

アプリ内の広告について

助けより、ご近所にいる人の助けの方が重要で、
日頃からの協力体制が大切）という防災力を高
めることが、生き残れることができる一番の方
法であること。また、震災は今日、明日起こる
かもしれないと準備（悲観的な準備：最低でも
1 週間の食料や水の準備）を周到にし、楽観的
に生活することが生き残れることができる一番
の方法であること。
　世界で起こる地震の 20％は、日本で起こって
いること。最近、地震が起こる場所は、可能性
の低いとされた地域（熊本県、鳥取県）で起こっ
ていることから、“ いつでも、どこでも起こる ”
という危機感を持ち、準備を怠らないことが生
き残る、最善の方法である事を学ばせていただ
いた研修会でした。
 岩田智教　

かみさと議会だより
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12月定例会を傍聴しませんか！
　定例会は、12月５日（月）に開会の予定です。なお、
一般質問は５日（月）、６（火）の２日間を予定しています。

12月定例会一般質問一覧

◆傍聴の手続きは簡単です◆
お問い合わせは議会事務局へ
電話　３５－１２１６（直通）

　３月定例会の一般質問は、２月下旬に町ホームページ・フェイスブック等に
掲載しますので、ご確認ください。
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議 会 日 誌

編・集・後・記 議会を傍聴！
　上里町議会では、皆さんの傍聴
をお待ちしております。
　議会開催日に役場４Ｆ傍聴受付
窓口までお越しください。

議会を動画で！
　本会議の一般質問の様子をイン
ターネットで録画配信しています。
　また、本会議開催中は、役場１
階町民ホールのテレビで生中継し
ています。

議会を読む！
　「上里町議会だより」は、３月、
６月、９月、12月の年４回発行し
ています。

９月
１日　関東大震災朝鮮人犠牲者慰霊祭
２日　 定例会初日（開会、町長の行

政報告、一般質問）
５日　一般質問
６日　全員協議会
６日　議案審議（条例、補正予算等）
７日　 議案審議（決算総括説明、意

見書報告、委員会付託）
８日　常任委員会（27年度決算審査） ～20日
15日　議会運営委員会
17日　上里中学校運動会
21日　全員協議会
21日　 定例会最終日（常任委員長決

算審査報告・採決）
25日　各小学校運動会
26日　上里北中学校体育大会
27日　児玉郡市広域市町村圏組合議会会

10月
２日　公民館・児童館まつり
９日　町民体育祭
16日　公民館・児童館まつり
20日　埼玉県町村議会議員研修会
20日　議会だより編集委員会
27日　総務経済常任委員会視察研修（～28日）

11月
３日　表彰式典
６日　ふれあいまつり
７日　文教厚生常任委員会視察研修（～８日）
11日　臨時会
11日　議会懇話会
13日　消防団（署）特別点検
14日　郡議会議長会視察研修（～15日）
16日　議会運営委員会
17日　議会だより編集委員会
21日　議会運営委員会視察研修会（～22日）
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植
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光

氏　　名 質問の要旨

５日
（月）

戸矢　隆光
①平成２９年度事業について

② 区長と職員の連携について

飯塚　賢治
①地域防災拠点について

②コミュニティー・スクールについて

沓澤　幸子
①魅力ある公園と健康づくりについて

②貧困対策について

新井　　實

①大規模災害の備えについて

②「ご当地マンホール」について

③文部科学省の「問題行動調査」について

④全国学力テストが１０年目を迎えたことについて

⑤高齢者の雇用対策について

６日
（火）

齊藤　　崇 ①堤調節池について

仲井　静子
①地域防災体制の強化について

②高齢者ドライバーの安全対策について
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